
人口減少、少子・高齢化の急速な進
展の影響は、農村地域の過疎化や地
盤沈下の進行をもたらし、祭りなど
地域のコミュニティや文化の衰退を
も引き起こす要因となっています。
それとともに、深刻になってきてい
るのは、古民家、空き家の急増です。
この講座では、各地の先進事例など
を紹介しながら、これからの古民家
活用・空き家再生事業のあるべき姿
を考えていきます。

2014年度 大学連携リーグ連携企画講座 「連携企画講座」とは、社会問題や地域課題を取り上げたいくつかのテーマについて、県内大学等の教員が
連携してリレー方式で講義するものです。

古民家活用・空き家再生
事業を考える

会　場：ＡＯＳＳＡ（アオッサ）６Ｆ  福井市地域交流プラザ 研修室　 受講料：無料
主　催：大学連携リーグ

大学連携リーグは、福井県内の全ての高等教育機関（大学、短期大学、高等専門学校）が連携・協力して、教育・研究機能等の充実・強化を
図るとともに、その成果を地域社会に還元し、地域の発展に貢献することを目的として、平成19年に設立されたものです。

対　象：福井県内大学等の学生、一般 〈連携〉福井ライフ・アカデミー

6/26（木）
18：30～20：00

若者離れと都会への憧れから老人化する離島を
イベント村へとよみがえらせたのは何か
安田女子大学　教授　野村　康則

7/17（木）
18：30～20：00

古民家・歴史的まちなみ活用によるコミュニティ再生
福井県立大学　准教授　浅沼　美忠

7/3（木）
18：30～20：00

いまなぜ文化による古民家再生なのか
福井県立大学　教授　山崎　茂雄

7/24（木）
18：30～20：00

市民協働における町家の保全・再生
金沢大学　助教　安嶋　是晴

第１回

第3回

第2回

第4回



◆申込方法
ホームページ「大学連携リーグ サテライト・キャンパス」（URL http://info.pref.fukui.
jp/daishi/league/）で「連携企画講座 Ｈ26前期」を選択し、講座日時横の申込ボタンか
ら電子申請によりお申込みください（携帯電話からの申込はできません）。
下記の申込書に記入の上ファックスしていただくか、申込書の内容をはがきに記入の上送
付していただいても結構です。
◆受講決定

・申込を受け付けた時点で受講が決定したものとしますが、定員に達した場合には、お断
りすることがあります。なお、定員に達した場合には、学生を優先させていただきます。

  受講をお断りする場合には、開講数日前にご連絡申し上げます。
・応募人数により開講を中止する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

◆受講上の注意
・当日は、受付で出席確認を受けてください。
・受講できなくなったときは、その都度、必ず電話

で連絡をしてください。
・環境への配慮から、できるだけ公共交通機関をご

利用ください。なお、福井駅西口地下駐車場の
駐車券をお持ちいただいた方には、1 時間無料
券をお渡しします。

<お問い合わせ先・はがきでの申込送付先>
〒910-8580　福井県福井市大手3丁目17－1
福井県総務部大学・私学振興課　高等教育グループ
TEL：0776－20－0245　FAX：0776－26－1171
E-Mail：daishi@pref.fukui.lg.jp

福井県大学連携リーグ講座  テーマ：古民家活用・空き家再生事業を考える

（ふりがな）

氏　　名 （  男  ・  女  ）
高校生・学生（学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　）・    一般
※○をつけてください。

住　　所
〒

電話番号 電子メールアドレス

受講申込欄

1. 全講座を申し込む

2. 講座ごとに申し込む（申し込む講座に○をつけてください。）
第 1 回
（6/26）

第 2 回
（ 7/3）

第 3 回
（7/17）

第 4 回
（7/24）

受講申込書《 FAX 0776 − 26 − 1171 》
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講座の概要、定員などについては、ホームページ「大学連携リーグ サテライト・キャンパス」をご覧ください。（URL　http://info.pref.fukui.jp/daishi/league/）

第
１
回

6/26（木）18:30～20:00　研修室603

若者離れと都会への憧れから老人化する離島をイベント村へとよみがえらせたのは何か
安田女子大学　教授　野村　康則

広島県呉市の離島においては活性化策としてのまちなみ保存とリニューアルが実践されてきました。これにより今や島は若者をひきつけ
るイベント村へと変貌してきています。この講座においては、その取り組みを具体的に紹介しながら行政の支援はどのような点にあったの
か、またその効果はどうであったかについて検証していきます。

第
2
回

7/3（木）18:30～20:00　研修室607

いまなぜ文化による古民家再生なのか
福井県立大学　教授　山崎　茂雄

いまアートを生かした古民家再生に注目が集まっています。芸術の力を得て、古民家が有望な地域おこしの原動力となるケースが各地で
爆発的に増えつつあります。
大分県竹田市のアートによる古民家再生、福井県鯖江市のアートキャンプ、徳島県神山町の創造的過疎の事例などを通じて、アートを生か
した空き家活用の明日を展望していきます。

第
3
回

7/17（木）18:30～20:00　研修室607

古民家・歴史的まちなみ活用によるコミュニティ再生
福井県立大学　准教授　浅沼　美忠

まず、古民家・まちなみ保存ニーズの源泉を考察します。
そして、埼玉県川越市、千葉県佐原市などの歴史的まちなみ活用の効果（観光・仕事と生活、文化伝統の保存）を検証していきます。さらに、
コミュニティの再生にとって何が大切かについて、地域と住民、行政の関係性の変化に視点をあてながら、皆さんと考えていきます。

第
4
回

7/24（木）18:30～20:00　研修室607

市民協働における町家の保全・再生
金沢大学　助教　安嶋　是晴

金沢町家の保全・再生の取り組みは金沢市が積極的に進める施策のひとつであるものの、実はNPO、LLP、民間事業者など多くの主体との
公民協働事業で進められていることはあまり知られていません。これらの主体の目的や役割、背景などを踏まえつつ、金沢における町家保
全・再生の取り組みの意義や限界について考えていきます。


